
外出自粛要請
療養期間の目安
マスクの着用

検査

外来医療費

入院医療費

対応医療機関

宿泊療養施設

陽性者は最大7日間
7日間

有症状者等の検査費用を公費支援

自己負担分を公費支援

自己負担分を公費支援

限られた医療機関による特別な対応

軽症者

なし（5日間は外出を控えることを推奨）
5日間（国で調整中）

自己負担
※医療機関、高齢者施設等での陽性者
　発生時の従事者等の検査は継続
自己負担
高額な治療薬は公費支援（9月末まで）
自己負担
高額療養費の自己負担限度額から2万円
を減額（9月末まで）
幅広い医療機関による自律的な通常の
対応（段階的に移行）
原則終了（妊婦、高齢者は継続）

2類（5月7日まで） 5類（5月8日から）

最新情報は
町ホームページを
ご覧ください。

　初回接種を完了した5歳以上の全ての方を対象に、秋から冬（9月～12月）にかけて追加接種を1回行えます。
　なお、65歳以上の高齢者や、重症化リスクの高い方および医療機関や介護施設等に従事する方を対象に、春から夏
（5月～8月）にも追加接種を1回行えます。

周囲の方に感染を広げないために
・医療機関の受診時や、高齢者施設等を訪問する時
・通勤ラッシュ時など混雑した電車、バスに乗車する時

ご自身を感染から守るために
重症化リスクの高い方（高齢者・基礎疾患を有する方・
妊婦等）が感染拡大時に混雑した場所に行く時

　これまで屋外では、マスク着用は原則不要、屋内では原則着用としていました
が、3月13日以降、マスクの着用は個人の主体的な選択を尊重し、個人の判断が
基本となりました。
　このため、本人の意思に反してマスクの着脱を強いることがないようお願い
します。
　なお、感染防止対策として、マスクの着用が効果的である以下のような場面など
については、マスクの着用を推奨します。

　また、５歳から11歳までの方への小児用ワクチンの接種と同様に、生後
6か月から4歳までの方への乳幼児用ワクチンの接種も引き続き実施して
います。
　なお、初回接種は、6月2日までに接種する必要がありますので、接種を
希望される方はお早めにご予約ください。
　詳しくはホームページや予約サイトをご確認ください。

問　健康推進課　コロナウイルス対策係（保健福祉センター内）　☎356-2125

新型コロナウイルス感染症情報

新型コロナワクチンの接種について

マスクの着用について

個人の判断が基本

※新型コロナワクチンの接種には、接種券が必要になります。町外から転入された方で接種券をお持ちでない方は、
　コロナウイルス対策係までご連絡いただくか、直接窓口までお申し出ください。

新型コロナウイルス感染症が5類感染症に移行になります

2広報りふ RIFU　令和5年5月号


